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RETROVESICAL  LIPOSARCOMA  : A CASE REPORT
Kazuya TANASE, Norihiro MORIYAMA and Koji MURANAKA
From the Department of Urology, Nagahama City Hospital
   A case of retrovesical liposarcoma is reported. The patient was a 41-year-old man who 
complained of left scrotal pain and of hip discomfort. Digital rectal examination revealed ahen's egg-
sized mass with an elastic hard consistency atthe left side of the normal prostate. Pelvic CT and MRI 
showed a heterogeneous t mor in the retrovesical region. Transperineal biopsy revealed liposarcoma. 
Pelvic exenteration, colostomy and ileal conduit were performed. The resected weight was 1,680 
grams, and the histopathological diagnosis was myxoid tipe ofliposarcoma, grade II. Postoperatively, 
a metastatic lesion to vertebrae thoracicae I developed causing radiculoneuropathy of the left superior 
limb. Spot radiation (50 Gy) was administered tothe lesion, but there was no response. Currently, 
the patient is being treated with combination chemotherapy consisting of dacarbazine, vincristine, 
adriamycin, and cyclophosphamide. Cases of retrovesical liposarcomas reported in Japan are 
reviewed and discussed. 
                                             (Acta Urol. Jpn.  44: 105-107, 1998) 























血清電解 質に異常所 見な く,PSA,γ一Sm,AFP,
CEA,CAI9-9等の腫瘍マーカーもすべて正常範囲内
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              • 
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Fig. 1. Pelvic enhanced  (.1T scan. A heter-
       ogeneous tumor occupied the retro-
        vesical lesion.
であ った.
画像所 見:DIPに て上 部尿路 に異常 な く,CTで
膀胱 と直腸 の間に内部不均 一でや やlowdensityな腫
瘤 を認 め,不 均一 に造影 され た(Fig.1).MRIでも
T1,T2強調像 と もにlow～highまで,さ まざまな
intensityをもつ腫瘤 を膀胱 後部 に認め た(Fig.2).
注腸造影では,直 腸 ～S状 結腸は前方 よ り圧排 されて
いた.
臨床経過:膀 胱鏡 を施行 した ところ,膀 胱粘膜 は保
たれてい たが,後 方か ら圧 迫 され て膨 隆 した所 見で
あった.膀 胱後部の間質性腫瘍 を疑 い経会陰的に生検
を行 った ところ,liposarcomaの病 理診 断 を得 た.
1996年11月25日,全身麻酔下 に骨盤内臓全摘除術,回









手術所見:腫 瘍は骨盤内いっぱいの大 きさで一部 は
腹腔内に突出 してお り,膀 胱,直 腸 とは癒着 していた
が,肉 眼的に骨盤壁への浸潤は認めなかった.直 腸,
膀胱,前 立腺 は腫瘍 とともに一塊 に摘 出 した.明 らか
なリンパ節腫大は認 めなかった.摘 出総重量 は1,680
9で あった.
病理組織所見:myxoidtypeliposarcomagradeIIで
あ り,膀 胱,直 腸,前 立腺への浸潤 はいずれ も認 め ら
れなかった(Fig.3).
術後経過:術 後,局 所 の症状 は消失 したが,第1胸
椎への転移巣が出現 し,左 上肢 の しびれ等,神 経症状
を呈 してきたため,第1胸 椎転移巣 に対 し,50Gyの
放射線照射 を行 ったが無効であ り,逆 に進行が認め ら




膀胱後部の軟部組織 を原発 とする腫瘍の総祢であ り,
YoungDがretrovesicalsaroomaとして 発 表 して 以
来,本 邦で も散見 されて いる,小 田ら2)は,本邦 にお
ける膀胱後部腫瘍135例の組織別頻度 をまとめてお り,
その後の報告例 と自験例 を加える と膀胱後部腫瘍 は合
計164例になる.自 験例 は本邦 にお ける膀胱後部脂肪
肉腫 としては,松 木 ら3)の症例 に次 ぐ5例 目の報 告で
あると思われる.こ れは,悪 性 の膀胱後部腫瘍の うち
わずか5.6%の発生割 合であった.脂 肪肉腫 は後腹膜
悪性腫瘍全体 の中で も15.1%の割 合4)で最 も多 く発生
してお り,膀 胱後部 は発生 しに くい傾向があ ると思わ
れる.
膀胱後部腫瘍 の主症状 は,腫 瘍 の増大 による隣接臓
器へ の圧迫症状,す なわち排尿 困難 や残尿感,排 便異
常,骨 盤部違和感等 を示す ことが多 く,発 見 された と
きにはすでにかな り大 き くな っていることが多い.
脂肪 肉腫の病理組織分類は5型 にわかれてお り,松
木 らの後腹膜脂肪 肉腫165例の集計3)ではwell-diffe-
rentiatedtypeが38,8%で最 も 多 くmyxoidtype
24.8%,pleomorphictype20%,mixedtype
l3.3%,roundcelltypeO.3%の順 となっている.
脂肪 肉腫の治療 は,他 の悪性腫瘍 と同様,外 科 的な
完全摘 除が第1選 択 であ る.脂 肪肉腫 は肉眼的 には被
膜 に覆われてい るが,こ れ は偽被膜 であ り,被 膜外侵
潤傾 向が強いため腫瘍 を摘出 して も局所再発が多い と
報告 されている5)そ のため周囲の健常 組織 を含 めた
広範 な切 除が望 まれ る.自 験 例 も骨 盤内臓 全摘術 に
よって周囲組織 も含めた十分 な切除を行 った結果,現
在の ところ局所再発 を認 めていない.
脂肪肉腫 に対す る術後補助化学療 法 として種々 の方
法 が試 み られてお り,い まだ確立 され た もの はない
が,Yapら はCYVADIC療 法 の有効 性 を報 告 して
お り6),またCelickらも,よ り積極的 に化 学療 法 を
行 うべ き と述 べて いる7)自 験例 も,CYVADIC療
法 の レジメ ンを基 に現在 全 身化 学療法 を施行 中で あ
る.
本邦 において報告 された膀胱後部脂肪肉腫 をまとめ
る と(Tablel)3・8'10),全例が壮年期 の男性 に発 生 し
ている.手 術療 法に加 えて,術 前 あるいは術後 に全例
で化学療法が行 われている.転 移 がみ られた症例 は自
験例 のみで あった.
予 後 に 関 してEnzingerらは,well-differentiated
typeとmyxoidtypeはpleomorphictypeとround
celltypeの約4倍5年 生 存 率 が 良い と報 告 して い
るH)welldifferentiatedtypeとmyxoidtypeのみ
に放射 線療法 が有効 との報告が あ り12・13),この2つ
のtypeの予 後が良い理由の1つ と推測 される.自 験
例 もmyxoidtypeであ り,そ の放 射線感受 性 を期 待
して胸椎への転移 巣 に対 して50Gyの 放射線照 射 を
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Tablel.RetrovesicalliposarcomacasesreportedinJapan
症例 報告者 年齢 性別 主 訴 治療 転移
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